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次期 SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）課題候補 

「ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築」 

検討タスクフォース（第２回） 議事要旨 

１．開催日時     令和 4 年 9 月 30 日(金) 9：00～11：00 

２．開催場所     株式会社三菱総合研究所 4F 大会議室（ハイブリッド形式） 

３．出席者 

（１）PD 候補

西村 訓弘 三重大学大学院地域イノベーション学研究科 教授・特命副学長 

（２）有識者

稲垣 忠 東北学院大学 文学部 教授 

緒方 広明 京都大学 学術情報メディアセンター 教育支援システム研究部門

学術データアナリティクス研究分野 教授 

関 治之 一般社団法人コード・フォー・ジャパン 代表理事 

田澤 由利 株式会社テレワークマネジメント 代表取締役 

長谷山 美紀 北海道大学 大学院情報科学研究院 教授 

（３）関係省庁

中川 尚志 デジタル庁 企画官 

堀野 晶三 文部科学省 初等中等教育局 初等中等教育企画課長 

武藤 久慶 文部科学省 初等中等教育局 学校デジタル化 PT リーダー 

森友 浩史 文部科学省 総合教育政策局 政策課長 

五十棲 浩二 経済産業省 商務・サービスグループ サービス政策課 

教育産業室長 

（４）内閣府事務局

生田 知子 内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局参事官 

北野 允 内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局企画官 

小林 由貴 内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局参事官補佐 

（５）研究推進法人

小林 傳司 国立研究開発法人 科学技術振興機構 

社会技術研究開発センター長 

平尾 孝憲 国立研究開発法人 科学技術振興機構 社会技術研究開発センター 

企画運営室長 
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４．議題 

（１）検討ＴＦの設置・運営規則について 

（２）FS 実施に関する調査進捗及び本検討 TF での論点 

（３）将来像と解決策の方向性について 

（４）有識者からのヒアリング 

 

５．配布資料 

資料 1 次期 SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）課題候補「ポストコロナ時代の

学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築」検討ＴＦ運営規則（案） 

資料 2 次期 SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）課題候補「ポストコロナ時代の

学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築」検討ＴＦ（第１回） 議事録（案） 

                                                  【非公開資料】 

資料 3 FS実施に関する調査進捗及び本検討TFでの論点         【非公開資料】 

資料 4-1 目指すべき将来像（議論のたたき台）                        【非公開資料】 

資料 4-2 ロジックツリー素案                                       【非公開資料】 

資料 5-1 関連する取組一覧                              【非公開資料】 

資料 5-2 RFI インタビュー調査結果整理表                           【非公開資料】 

資料 5-3 インタビューに基づく RFI の整理イメージ                     【非公開資料】 

資料 6-1 長谷山構成員ご説明資料                                 【非公開資料】 

資料 6-2 田澤構成員ご説明資料                                   【非公開資料】 

参考資料 1 次期 SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）課題候補「ポストコロナ時代の

学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築」検討ＴＦの設置について 

参考資料 2 次期 SIP 課題候補「ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォー

ムの構築」9 月 15 日ガバニングボード報告資料 

参考資料 3 RFI 概要                                               【非公開資料】 

 

６．議事要旨 

内閣府事務局から、資料 1 を用いて TF メンバーの変更について説明した後、当該 TF メンバー

から挨拶を行った。 

資料 3、資料 4-1、資料 4-2、資料 5-1、資料 5-2、資料 5-3 について、内閣府事務局及び調査

分析機関から説明を行い、長谷山構成員から資料 6-1、田澤構成員から資料 6-2 に基づき説明

を行った。資料 3、資料 4-1、資料 4-2、資料 5-1、資料 6-1 及び資料 6-2 について質疑の後、自

由討議を行った。 

 

以上 


